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1. 理念と目標 

本大学院医学院の理念は，世界をリードする先進的医学研究を推進し，高い倫理観と豊かな人間性

を有する医学研究者・医療人を育てることにより，人類の健康と福祉に貢献することである。さらに，

次の目標を掲げている。 

 

教育目標 

医学・生命科学に関する高度な知識と研究能力を備え，社会の要請に応える高い見識を備えた人

材を養成する。 

 

行動目標 

1．高度に専門的な医学・生命科学の知識と研究能力を備えることで，疑問や仮説を科学的に深く追

究する探究心を育む。 

2．世界をリードする先端医学研究を国際的に推進する能力を習得する。 

3．健康・安全に関する地域社会，国際社会の多様かつ広範な要請に応える能力と見識を培う。 

4．倫理性豊かな人材として活躍するために，命の尊厳を敬う心を涵養する。 

 

研究目標 

基幹総合大学としての国際レベルの研究を推進し，知のフロンティアを切り拓き人類の福祉に貢

献する。 

 

行動目標 

1．独創的，先駆的基礎研究の発展に寄与する。 

2．社会に役立つ実学として臨床医学，社会医学を推進する。 

3．基礎から臨床までの橋渡し研究を遂行する。 

4．総合大学の特色を生かし，学内関連部局，国内外の大学・研究機関，産業界と連携しつつ，世界

レベルの医学研究を推進する。 

 

 

2. 沿革 

明治 9年 8月 14日 札幌農学校が発足した。 

明治 40年 6月 1日 札幌農学校が東北帝国大学農科大学となった。（同年9月，開学式挙行） 

大正 7年 4月 1日 北海道帝国大学が設置された。（東北帝国大学農科大学は北海道帝国大学

農科大学（現農学部）となった。） 

大正 8年 4月 1日 北海道帝国大学に医学部が置かれた。 

大正 10年 4月 22日 医学部に附属医院が置かれた。 

医学部に於ける講座の種類およびその数が定められた。 

(内科学，外科学，解剖学，生理学，医化学，病理学) 

大正 10年 10月 1日 医学部附属医院に産婆養成所が設置された。 

大正 11年 5月 16日 細菌学，耳鼻咽喉科学，薬物学，眼科学，解剖学第二，同第三，生理学

第二，病理学第二の各講座が増設された。 

大正 12年 5月 16日 産婦人科学，小児科学，皮膚泌尿器科学，法医学，内科学第二，外科学

第二の各講座が増設された。 

大正 13年 7月 8日 精神病学，衛生学，内科学第三の各講座が増設された。 

大正 14年 5月 19日 外科学第三講座が増設された。(昭和 23年 7月整形外科学講座に改称) 

昭和 14年 5月 15日 臨時附属医学専門部が設置された。 

昭和 20年 6月 16日 医学部附属医院に看護婦養成施設(厚生女学部)が置かれた。 
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昭和 22年 6月 10日 医学部附属医院産婆養成所は医学部附属医院助産婦養成所と改称され

た。 

昭和 22年 10月 1日 帝国大学官制の一部が改正され，帝国大学官制を国立総合大学官制に改

められ，北海道帝国大学は北海道大学と改正された。 

昭和 24年 1月 31日 放射線医学講座が増設された。 

昭和 24年 5月 31日 国立学校設置法が公布され，学校教育法による国立の大学として新たに

北海道大学医学部が定められ，同時に従前の規程による北海道大学附属

医学専門部は本学に包括された。なお，学部附属の研究施設として，附

属病院，附属病院登別分院，看護婦養成施設が置かれた。 

昭和 24年 6月 22日 泌尿器科学講座が増設され，従来の皮膚泌尿器科学講座は皮膚科学講座

と改称された。 

昭和 25年 3月 31日 附属医学専門部が廃止された。 

昭和 26年 4月 1日 医学部附属看護婦養成施設が看護学校に改められた。 

昭和 27年 4月 1日 助産婦養成所が北海道大学医学部附属助産婦学校に改められた。 

昭和 29年 4月 1日 医学部に薬学科が設置された。薬学科に薬化学講座が設置された。 

昭和 30年 7月 1日 薬学科に生薬学講座，薬品分析化学講座が増設された。 

昭和 31年 4月 1日 公衆衛生学講座が増設された。 

医学部附属診療エックス線技師学校と医学部附属温泉治療研究施設が設

置された。 

薬学科に薬品製造学講座，衛生化学講座が増設された。 

昭和 33年 4月 1日 大学院薬学研究科が設置された。 

昭和 35年 4月 1日 麻酔学講座が設置された。 

昭和 37年 4月 1日 医学部附属癌免疫病理研究施設が設置された。 

医学部附属癌免疫病理研究施設に病理部門が設置された。 

昭和 38年 4月 1日 生化学第二講座が増設された。 

昭和 40年 4月 1日 国立学校設置法の一部改正により薬学部が設置された。 

医学部薬学科は分離独立(薬学部に薬学科及び製薬化学科が設置され

た。) 

脳神経外科学講座が増設された。 

昭和 41年 4月 1日 医学部附属の教育施設として衛生検査技師学校が設置された。 

昭和 42年 4月 1日 医学部附属癌免疫病理研究施設にウイルス部門が増設された。 

昭和 44年 4月 1日 医学部附属診療エックス線技師学校が医学部附属診療放射線技師学校に

改組された。 

医学部附属癌免疫病理研究施設が医学部附属癌研究施設と改められた。 

昭和 46年 4月 1日 医学部附属癌研究施設に生化学部門が増設された。 

昭和 47年 4月 1日 医学部附属衛生検査技師学校が医学部附属臨床検査技師学校に改められ

た。 

昭和 47年 5月 1日 医学部附属動物実験施設が設置された。 

昭和 48年 4月 27日 循環器内科学講座が増設された。 

昭和 50年 4月 16日 薬理学講座が薬理学第一講座及び薬理学第二講座に改められた。 

昭和 54年 4月 1日 医学部附属癌研究施設に遺伝部門が増設された。 

昭和 58年 4月 1日 医学部附属看護学校が廃止された。核医学講座が増設された。 

昭和 59年 4月 1日 医学部附属臨床検査技師学校が廃止された。 

昭和 60年 4月 1日 臨床検査医学講座が増設された。医学部附属助産婦学校が廃止された。 

昭和 61年 3月 31日 医学部附属癌研究施設遺伝部門が廃止された。 
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昭和 61年 4月 1日 医学部附属癌研究施設に分子遺伝部門が増設された。 

医学部附属診療放射線技師学校が廃止された。 

昭和 62年 5月 21日 形成外科学講座が増設された。 

平成 4年 4月 10日 医学部附属癌研究施設に細胞制御部門が増設された。 

平成 5年 10月 12日 医学部付属病院新病棟が竣工した。 

平成 6年 6月 24日 医学部附属温泉研究施設が廃止され，リハビリテーション医学講座が増

設された。 

平成 7年 4月 1日 神経内科学講座が増設された。 

平成 8年 3月 31日 医学部附属癌研究施設分子遺伝部門が廃止された。 

平成 8年 5月 11日 医学部附属癌研究施設に遺伝子制御部門が増設された。 

医学部附属癌研究施設に客員研究部門として遺伝子治療開発部門が増設

された。 

医学部附属病院登別分院が廃止された。 

加齢制御医学講座，生体医工学講座が増設された。 

平成 13年 4月 1日 医学部附属動物実験施設が大学院医学研究科附属動物実験施設に改組さ

れた。 

平成 15年 4月 1日 生体機能学専攻生体機能構造学講座が機能形態学講座に，病態制御学専

攻分子病態制御学講座が病態内科学講座に，高次診断治療学専攻機能回

復医学講座が機能再生医学講座に，癌医学専攻癌制御医学講座が癌診断

治療学講座に改称された。 

平成 15年 10月 1日 医学部附属病院と歯学部附属病院が統合され，北海道大学病院となった。 

平成 16年 1月 30日 大学院医学研究科南研究棟が竣工した。 

平成 16年 2月 27日 医歯学総合研究棟が竣工した。 

平成 16年 4月 1日 北海道大学が国立大学法人となった。 

平成 17年 3月 10日 大学院医学研究科東南研究棟が竣工した。 

平成 18年 4月 1日 大学院医学研究科に連携研究センター「フラテ」が設置された。 

平成 19年 7月 13日 大学院医学研究科東北研究棟が竣工した。 

平成 20年 3月 28日 大学院医学研究科北研究棟が竣工した 

平成 21年 3月 27日 大学院医学研究科中研究棟が竣工した。 

平成 22年 7月 9日 医学部学友会館「フラテ」が竣工した。 

平成 22年 9月 1日 大学院医学研究科に医学教育推進センターが設置された。 

平成 26年 4月 1日 大学院医学研究科の医学専攻予防医学講座及び社会医療管理学講座が統

合され，医学専攻社会医学講座となった。 

平成 26年 5月 28日 大学院医学研究科附属動物実験施設の改修が完成した。 

平成 28年 1月 15日 医系多職種連携教育研究棟が完成した。 

平成 29年 4月 1日 大学院医学研究科が大学院医学研究院・医学院に改組された。 

 

 

3. 組織体制 

 医学院には，医学専攻，医科学専攻を置いており，下表のとおり医学専攻には系，講座及び教室を

置くほか，臨床医学研究の高度な展開を図るため，臨床系連携講座を置いている。医科学専攻には医

科学講座を置いている。 

 学院に学院長を置き，学院専任の教授をもって充て，学院専任の教授のうちから学院長に指名によ

り，副学院長2名及び学院長補佐3名以内を置いている。学院長補佐のうち 1名は医学院教務委員会

委員長の職責を担っている。 
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（2020年3月31日現在） 

専攻 系 講座 教室 

医学専攻 生理系 生化学講座 分子生物学教室，医化学教室 

解剖学講座 解剖発生学教室，組織細胞学教室 

生理学講座 細胞生理学教室，神経生理学教室 

薬理学講座 神経薬理学教室，細胞薬理学教室 

病理系 病理学講座 分子病理学教室，腫瘍病理学教室，分子診

断病理学教室 

微生物学免疫学講座 免疫学教室，病原微生物学教室 

社会医学

系 

社会医学講座 衛生学教室，公衆衛生学教室，法医学教室，

医療政策評価学教室，医学統計学教室，医

学教育・総合診療医学教室，レギュラトリ

ーサイエンス教室，先進医療マネジメント

学教室，医療安全管理学教室，医薬品医療

機器評価学教室（連携分野） 

内科系 内科学講座 呼吸器内科学教室，免疫・代謝内科学教室，

消化器内科学教室，循環病態内科学教室，

腫瘍内科学教室，血液内科学教室，健康管

理医学教室，がんゲノム医療学教室 

放射線科学講座 放射線治療学教室，画像診断学教室，放射

線医学総合研究教室(連携分野) 

外科系 外科学講座 消化器外科学教室I，消化器外科学教室II，

腎泌尿器外科学教室，循環器・呼吸器外科

学教室，乳腺外科学教室 

侵襲制御医学講座 麻酔・周術期医学教室，救急医学教室 

専門医学

系 

機能再生医学講座 整形外科学教室，形成外科学教室，リハビ

リテーション医学教室，スポーツ医科学教

室 

生殖・発達医学講座 小児科学教室，産婦人科学教室 

感覚器病学講座 皮膚科学教室，耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

教室，眼科学教室 

神経病態学講座 精神医学教室，脳神経外科学教室，神経内

科学教室 

連携医学

系 

医生物学講座 神経生物学教室，人類進化学教室 

 免疫科学講座 免疫生物学教室，免疫機能学教室，分子神

経免疫学教室 

癌病態学講座 癌生物学教室，RNA生体機能学教室，幹細

胞生物学教室，がん制御学教室 

臨床系連携講座 連携講座施設（各医療機関） 

医科学専攻  医科学講座  
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4. 組織改革と将来構想 

医学研究科では研究科長のリーダーシップのもと，教育・研究上の必要に応じて適宜，組織改革を

行ってきたが，2017 年 4月 大学院医学研究院，医学院に改組した。 

 

1．改組の狙い： 

時代に即した学際的な教育を推進することを目的として，改組を行い，医学研究院のみならず，北

海道大学病院，遺伝子病制御研究所の教員が，協同して学生の指導に参画できる体制を整えた。 

 

2．「公衆衛生学コース」の設置： 

 医学院への改組を機に幅広い公衆衛生に関する知識と高い技能を備えた人材養成を目指す「公衆衛

生学コース」（1年コース，2年コース）を2017 年度に新たに設置し，国際的に認められている公衆衛

生学修士の称号を付与できるようにした。いずれのコースも社会人として学ぶことが可能なように講

義時間等が設計され，また一定の水準を満たしたものは1年コースで集中的に学び技能を身につける

ことが可能である。 

 

3．連携研究センター「フラテ」の強化： 

大型外部資金を活用して，学際的・先端的医学研究を行う研究拠点として医学研究院に設置されて

いる連携研究センター「フラテ」は，2006 年に 4 部門でスタートした。その後，部門の増減を経て，

2020 年度は 6分野で活動している。今後とも必要に応じて適宜，研究院組織の改編を行っていく予定

である。 

 

4．教育の体系化: 

 修士課程，博士課程にそれぞれ複数の教育課程コースを設置し，コース設定に応じた授業形態や科

目設計を行い，バランスよく組み合わせることにより，医学に関して，高度に専門的な知識を備えた

教育者，研究者，高度専門職業人を養成するための体系性を担保している。学生の理解を促すため，

科目間の関係等を確認できるようカリキュラムマップを 2017 年度に整備した。 

 

5．グローバル化と多様化への対応: 

 授業科目やシラバスの英語化などを推進し，日本人学生の英語力強化と留学生の受け入れを推進し

ている。どのコースの選択者であっても学ぶべき基本ならびに最新情報を伝授する共通コア科目とし

て開講している「実験・研究計画法」，「医倫理学」，「トランスレーショナルリサーチ概論」は，社会

人に配慮して2019 年度より e-learning 科目として遠隔でも受講可能にしたが，英語の字幕をつける

ことで留学生の理解の促進を図っている。入試では，広く世界に優秀な人材を求め，本学の教育を受

けるにふさわしい学力・能力を備えた人材を受け入れることを目的として 2016 年度より外国人留学生

特別選抜制度を導入し，渡日前入試を開始した。また，国内でも，2017 年度 10月の入学試験より，

本学，ならびに東京で入学説明会を実施し，優秀な人勢の確保に努めている。2015 年に決定された「医

学研究院における外国人教員の積極的採用のための方策について」を引き続き活用し，2016 年 5名，

2017 年 4名，2018 年 1名，2019 年 1名と積極的に外国人教員を採用，教育の多様性を高めると同時

に，中期目標である日本人学生の異文化理解能力と国際コミュニケーション能力の促進，さらには留

学生の受入拡大にも務めている。また，本学の全大学院生が履修可能な「大学院共通授業科目」に本

学院担当教員が科目を提供し積極的に関わることで，結果的に他学院の学生とともに学ぶ体制が構築

され，多様な教育を実現している。 
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5. 中期目標・中期計画 

大学院医学院 第 3期（2016 年度～2020 年度）中期目標・中期計画 

中期目標 中期計画 

Ⅰ．教育に関する目標 

1．教育内容及び教育の成果等に関する目標 

(1)専門的知識に裏づけられた総合的判断力と

高い識見並びに異文化理解力と国際的コミュ

ニケーション能力を有し，国際社会の発展に寄

与する指導的・中核的な人材を育成する。 

(1) 大学院教育のグローバル化として，授業科目やシ

ラバスの英語化などを推進することにより，日本人

学生の英語力強化と留学生の受入を促進する。 

(2) クリニカルシミュレーションセンター（仮称）を

活用し，スキルの向上を目的としたシミュレーショ

ン教育を導入する。 

(3) 医学部医学科及び医学院において，アセスメン

ト・ポリシーを2019 年度までに策定する。 

(4) 医学部医学科及び医学院において，カリキュラム

マップを2017 年度までに作成する。 

 

2. 教育の実施体制等に関する目標 

(1) 教育の質を向上させるため，教育力・教育

支援力を高度化する体制を整備する。 

 

(1) 医学教育推進センターにおいて，英語を母語とす

る講師による英語授業実施のためのＦＤを実施す

る。 

3. 学生への支援に関する目標  

4. 入学者選抜に関する目標 

(1) 広く世界に優秀な人材を求め，本学の教育

を受けるにふさわしい学力・能力を備えた人

材を多様な選抜制度により受け入れる。 

 

(1) 外国人留学生特別選抜制度を導入し，渡日前入試

を実施する。 

Ⅱ．社会との連携や社会貢献及び地域を指向した

教育・研究に関する目標 

1．研究水準及び研究の成果等に関する目標 

(1) 大学の教育研究活動の成果を活用し，地

域・社会の活性化，課題解決及び新たな価値創

造に貢献する。 

 

(1) 臨床系連携講座を設置した道内の基幹病院で，定

期的な講習会及び講義を実施し，配置した博士課程

学生による研究及び臨床活動により，地域社会へ貢

献する。 

(2) 地域の高校において，先端医療等に関する授業・

講義を実施し，高校生に対して医療・医学への関心

を高める。 

(3) クリニカルシミュレーションセンター（仮称）を

活用し，学外の医師及び医療従事者に対する技術講

習会等を開催することで地域医療の活性化に貢献す

る。 

(4) 死因究明教育研究センター（仮称）を設置し，死

因究明等に関するセミナー，研修会等を実施するこ

とにより，学外の医療従事者，法医学関連業務従事

者等の知識向上に貢献する。 

(5) 地方自治体等と共同で行う地域コホート研究等を

通じて，地域住民に対する健康維持・増進に関する

啓発活動を推進する。 
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Ⅲ．その他の目標 

1. グローバル化に関する目標 

(1) 海外の大学との部局間交流協定の拡充及び交流を

促進することにより，留学生の受入れを増加させる

とともに，日本人学生の留学機会を増加させる。 

(2) ＳＩ（サマー・インスティテュート）を医学院に

おいて開講する。 

(3) 医学院において，外国人留学生特別選抜制度を導

入することにより，外国人留学生の受入数を増加さ

せる。 

(4) 国際交流基金制度の見直しを行い，外国人留学生

への支援を拡充する。 

 

Ⅳ．業務運営の改善及び効率化に関する目標  

1. 組織運営の改善に関する目標 

2. 教育研究組織の見直しに関する目標 

 (1) 社会の変化に対応しつつ，本学の強み・特

色をいかすために教育研究組織を最適化す

る。 

 

(1) 医学研究科を改組し，教員組織として医学研究院，

大学院教育組織として医学院，医理工学院を設置す

る。なお，医学院には，人々の健康と生活，安全の

維持・向上に対する公衆衛生上の諸課題に対応でき

る人材育成を行うコースとして，公衆衛生学コース

を設置する。〔2017 年 4月 1日改組・新設済〕 

 

Ⅴ．外部資金，寄附金その他の自己収入の増加に

関する目標 

 

(1)医学部の教育研究基盤を強化するため，医学部創立

100周年記念事業として寄附金を募る。 

 

 

6. 教育 

6-1. 教育目的(目標)と特徴 

6-1-1. 目的(目標) 

本学の中期目標では「専門的知識に裏づけられた総合的判断力と高い識見並びに異文化理解力と

国際的コミュニケーション能力を有し，国際社会の発展に寄与する指導的・中核的な人材を育成す

る。」と謳っている。これを踏まえ，医学院では，「世界をリードする先進的医学研究を推進し，高

い倫理観と豊かな人間性を有する医学研究者・医療人を育てることにより，人類の健康と福祉に貢

献する。」ことを理念とし，「医学・生命科学に関する高度な知識と研究能力を備え，社会の要請に

応える高い見識を備えた人材を育成する。」ことを教育目標とする。 

 

6-1-2. 特徴 

これらの教育目標を達成するため，医学院の修士課程，博士課程では以下の特徴ある取組を行っ

ている。 

 

1．指導体制では，時代に即した学際的な教育を推進するため，2017 年度に医学研究科を「医学

院・医学研究院」へ改組し，医学研究院のみならず，北海道大学病院，遺伝子病制御研究所

の教員が，学生の指導に参画している。 

2．幅広い公衆衛生に関する知識と高い技能を備えた人材養成を目指す「公衆衛生学コース」（1

年コース，2 年コース）を 2017 年度に新たに設置している。いずれのコースも社会人として
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医学部学友会館フラテホール 
(2019.1.30) 

39 名 ・英語で授業を行うために（入門編） 

2019 年度 

医学研究院セミナー室 
(2019.6.25) 

9 名 ・カリキュラムプランニング 

医学部臨床大講堂 
(2019.7.23) 

21 名 
・医学部医学科新カリキュラムにおける診療
参加型コア科臨床実習 

1泊（北広島クラッセホテル） 

(2019.8.9～8.10) 
27 名 ・国際認証 

医学部学友会館フラテホール 

(2019.11.26) 
39 名 ・国家試験を卒前教育に生かすには 

 

6-3-3. 授業アンケートの実施状況 
修士，博士課程とも修了時にアンケートを実施し，その結果を各科目責任者にフィードバックし

ている。2020 年は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，多くの科目をオンライン講義とした

ことから，8 月にその内容に関するアンケート調査を教員，大学院生双方に実施した。その結果，

多くの大学院生がオンライン講義のメリットを感じていること，教員にとっては学生の反応が見え

づらいことが問題であること，教育の質を担保するための工夫や支援が必要であることが明らかと

なった。 

また，医学教育・国際交流推進センターと医学院教務委員会が連携して，様々な施策や制度の整

備を通して，大学院教育全般にわたる質の向上と改善に努めている。合宿型 FDに加え，ミニFDの

学内開催を通して，教員の質の向上及び改善を積極的に推進している。研究院として修了生，卒業

生（10年後）ならびに就職先企業に対するアンケートを実施して，教育の質の向上に努めている。 

 

6-4. 学生の受入 

6-4-1. アドミッション・ポリシー 

医学院が求める学生像をホームページ等に掲示することで入学者募集方針を明示している。 

1．生命現象の解明，疾病の克服，人類の健康の増進に向けて真摯に研究に取り組むことのでき

る人 

2．知的好奇心に富み，論理的な分析力，粘り強い行動力や協調性を有し，医学領域各分野にお

いて国際的なリーダーとして活躍できる人 

 

6-4-2. 入学者選抜の実施体制 

留学生に対しては，修士課程医科学コース，博士課程基盤医学コースにおいて，外国人留学生特

別選抜制度の導入により渡日前入試を実施し，学生の便宜を図っている。当該制度による入学者数

は，2016 年度 1名，2017 年度 1名，2018 年度 1名，2019 年度 3名であり，医学院のグローバル化

の促進につながっている。 

 

6-4-3. AO 入試の実施 

該当なし。 
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多様な教育につながっている。「大学院共通授業科目（社会と健康）」開講科目数のうち医学院担

当教員が提供する科目数は，2016 年度 11/21 科目，2017 年度 14/24 科目，2018 年度 22/36 科目，

2019 年度 21/43 科目に及んでいる。 

 

6-5-1-2. 学部専門教育 

医学部在学中から博士課程の研究を開始できるMD-PhD コース，初期研修2年目から博士課程に

入学できる CLARC プログラムを設け，医師免許を持つ研究者，研究志向の強い臨床医を積極的に

養成している。 

 

医学科出身の基礎医学研究者の育成を目的として，2008 年度から，医学部6年次に大学院授業

科目を履修し実質的に研究活動を開始する医学科 MD-PhD コースと，3年間の修業年限での修了を

目指す医学院（医学研究科）MD-PhD コース（通称北大版 MD-PhD コース）を設置し，毎年進学者

を出している（研究者養成プログラム，博士課程プログラムの順に，2016 年度 2 名，2 名，2017

年度 3名，1名，2018 年度 2名，3名，2019 年度 0名，1名）。コース進学者には奨学金を給付し

ている。 

 

6-5-1-3. 大学院教育 

2017 年度より，時代に即した学際的な教育を推進するため，医学研究科を「医学院・医学研究

院」へ改組した。医学院設置に際しては，基礎研究で得られた成果を臨床現場で新しい医療技術・

医薬品として確立することを目的とした橋渡し研究の理解を促すために，修士・博士課程問わず

全てのコースの学生が学ぶ共通コア科目として，「トランスレーショナルリサーチ概論」を加えた。

また，幅広い公衆衛生に関する知識と高い技能を備えた人材養成を目指す「公衆衛生学コース」

（1年コース，2年コース）を新たに設置し，幅広い公衆衛生に関する知識と高い技能を備えた人

材を育成している。このコースには，医療系有資格者以外も含め，2017 年度 10名，2018 年度 11

名，2019 年度 10 名の学生が入学し，人々の健康と生活，安全の維持・向上に資する公衆衛生学

上の諸課題に対応できる人材育成を行うというニーズに応えている。さらに多様な学生がともに

学ぶことで，学生の主体的な学びを促進する効果も生まれている。 

 

2017 年度にカリキュラムマップを作成し，2018 年度入学者から，学生，教員双方が，医学院で

開催される科目間の関係等を確認できるよう整備した。 

 

2012 年度に採択され，単位互換制度を導入して札幌医科大学，旭川医科大学，北海道医療大学

とともに推進する文部科学省「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン（2017

年度～2021 年度）」を第3期も進め，多様な新ニーズに対応している。「がんゲノム医療学プログ

ラム」と「希少がん・小児がんプログラム」の 2 つのプログラムを設置している。修了要件は必

修科目 20単位，がんゲノム医療学又は希少がん・小児がん科目（選択）10単位以上としており，

2017 年度 8 名，2018 年度 13 名，2019 年度 17 名が履修，北海道一丸でがん治療のエキスパート

の養成に取り組んでいる。 

 

2016 年度から，文部科学省特別経費「死因究明等を担う法医学的知識を有する人材育成プラン

（2016-2021 年度）」により，医学研究院に死因究明教育研究センターを設置し，死因究明等を担

う法医学的知識を有する人材育成を行うための教育プログラムを開発，実施している。必修科目

20 単位，選択科目死因究明学 2 単位を含む死因究明学科目から 10 単位以上を修得しプログラム

を修了した者には，北海道大学大学院医学院死因究明学プログラム修了証が授与される。履修者

は 2017 年度 5名（うち修士課程 0名），2018 年度 7名（同 5名），2019 年度 6名（同 5名）であ
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る。本プログラムは死因究明等推進基本法に対応した特色ある研究教育プログラムとして評価で

きる。 

 

2019 年度大学教育再生戦略推進費「課題解決型高度医療人材養成プログラム」により，臨床医

学の献体利用を推進する専門人材養成プログラムを開発，実施している。 

 

6-5-2. 教育方法 

6-5-2-1. 学生や社会からの要請への対応 

修士課程，博士課程にそれぞれ複数の教育課程コースを設置し，コース設定に応じた授業形態

や科目設計を行い，バランスよく組み合わせることにより，医学に関して，高度に専門的な知識

を備えた教育者，研究者，高度専門職業人を養成するための体系性を担保している。 

 

6-5-2-2. 他学部との単位互換制度 

他学部との単位互換制度は行っていない。 

 

6-5-2-3. インターンシップ 

学外の医療機関を臨床系連携講座として認定し，特色ある高度な専門的診療や北海道の地域特

性を反映した多様な疾患を対象とする先進的な臨床研究指導を「臨床医学コース」の博士課程学

生に対して行い，学外組織との連携を図りつつ，学生の教育を進めている。このことにより，臨

床の現場を起点とした研究を実施することが可能となっている。2019 年度の連携講座数は 24，

2016 年度以降配置された学生数は 12名に上る。 

 

6-5-2-4. 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

修士課程，博士課程にそれぞれ複数の教育課程コースを設置し，コース設定に応じた授業形態

や科目設計を行い，バランスよく組み合わせることにより，医学に関して，高度に専門的な知識

を備えた教育者，研究者，高度専門職業人を養成するための体系性を担保している。 

一方で，どのコースの選択者であっても学ぶべき基本ならびに最新情報を伝授する「医学研究

概論」，「実験・研究計画法」，「医倫理学」，「トランスレーショナルリサーチ概論」を共通コア科

目として開講している。 

さらに，社会人学生への配慮として，2019 年度より，「実験・研究計画法」，「医倫理学」，「ト

ランスレーショナルリサーチ概論」については，オープンエデュケーションセンターと連携し

e-learning 科目として遠隔でも受講可能にしたのみならず，英語の字幕をつけることで留学生の

理解も促進する体制とした。 

 

修了要件となる科目の内訳は，修士課程では，医科学コース：講義 10 単位，演習 8 単位，実

験・実習12単位，公衆衛生学コース（2年コース）：講義18単位，演習6単位，実験・実習10

単位，公衆衛生学コース（1年コース）：講義 14単位，演習5単位，実験・実習 10単位，博士

課程では，講義6単位，演習10単位，実験・実習 10単位であり，コース設定に応じて講義・演

習・実習をバランスよく履修できるように配慮している。 

さらに，2017 年度より開始された公衆衛生学コースでは，複数の科目において，学生の自主

的な学びと能動的な関わりを促すアクティブラーニングを導入した。 

また，本学の全大学院生が履修可能な「大学院共通授業科目」に本学院担当教員が科目を提供

し積極的に関わることで，結果的に他学院の学生とともに学ぶ体制が構築され，多様な教育につ

ながっている。「大学院共通授業科目（社会と健康）」開講科目数のうち医学院担当教員が提供

する科目数は，2016 年度 11/21 科目，2017 年度 14/24 科目，2018 年度 22/36 科目，2019 年度

21/43 科目に及んでいる。 
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給し，2012 年度入学者より年額 10 万円を加増している。2013 年度より，毎年 2 名以内の医学部

出身の博士課程進学者（30歳未満）を武田科学振興財団奨学金（年額 360万円）に推薦し，奨学

金が授与されている。 

 

6-5-4-5. 表彰制度 

本学院の運営費や外部資金を活用して，以下のさまざまな取組を通して，学習・研究意欲を向

上させる工夫を積極的に行っている。 

 

1）MD-PhD 特任助教採用 

MD-PhD コースでは博士課程を3年間で修了することを標準修業年限と定めており，この標準

修業年限で修了し優秀な成果を挙げた者を，3年任期の特任助教に採用している。2017 年度と

2019 年度に各 1名を採用した。 

2）表彰制度の実施 

音羽博次奨学基金，高桑榮松奨学基金を設け，優れた研究成果を挙げた留学生を含む大学院

生（年間約 10 名程度）を顕彰している。また，優れた論文を発表した学生に優秀論文賞を授

与している。 

3）戦略的リサーチ・アシスタント（SRA）の実施 

2012 年度から独自の SRA制度を導入し，①博士課程入試成績上位者（2017 年度までで中止），

②本学院の修士課程からの進学者（2017 年度までで中止），③入学後に優れた研究業績を上げ

た博士課程学生に対し経済的に支援している。2016 年度は 19 名，2017 年度は 18 名，2018 年

度は 5名，2019 年度は 10名を採用した。 

 
 

7. 広報 

7-1. 広報活動 

7-1-1. 一般広報・入試広報 

入学希望者に向けた入学説明会を 2017 年度より，北大ならびに東京で開始した。実施にあたって

広報誌への掲載，郵送，教員の関連する ML等を活用し，2017 年参加 58名（うち受験者13名），2018

年参加 28 名（うち受験者 4 名），2019 年参加 24 名（うち受験者 7 名）の実績を得ている。入学説

明会では，教員からの説明だけでなく，修了生の参加も促し，入学希望者がより入学後の生活をイ

メージしやすいように工夫している。入学希望者に向け，2018 年度に医学院の紹介動画を作成して

HPに掲載した。2020 年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，対面とWebの併用で実施し

た。時間の都合で参加できなかった入学希望者向けに，この説明動画は HPにもアップロードした。 

 

7-1-1-1. 報道 

2016 年度から 2019 年度にかけて，医学研究院のホームページを随時拡充し，最新の学会情

報，研究成果に関するプレスリリース，教員の受賞情報を研究院内で共有できるようにした。4

年間で 69件のプレスリリース，205件の受賞情報を広報した。研究者への最先端研究に関する

テレビ・新聞等の取材などは，必要に応じて，アウトリーチ活動の一環として広報室が支援し

た。 

 

7-1-1-2. ホームページ 

本研究院・医学部医学科ホームページは，2007 年度に大幅改修を行ったが，2011 年度にはさ

らにホームページ内容を拡充し，学会情報や研究成果に関するプレスリリース，教員の受賞情

報を掲載するようにし，研究科情報を社会にむけてきめ細かに広報する現在のウェブの体制を

整えた。2012 年度には，分野概要英語ページの更新を広報室が担当して行い，国際連携室が発

行している各種情報についても，広報室と連携して定期的にウェブで情報を掲載・発信してき
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た。2014 年度には，国際化の進展に対応して部局メインウェブサイト英語版のリニューアルを

行った。それまでの英語サイトは限られた情報だけを掲載していたが，日本語サイトと同等の

内容を英語サイトにも掲載することにより，広く世界に向けた情報発信が可能となった。この

改編では時代の趨勢に即して視覚面を重視し，多くの人の目に留まる親しみやすいデザインを

目標とした。2015 年度には日本語サイトでも同様のリニューアルを行い，これ以降は日英両サ

イトが統一された構成と外観で維持されている。 

 

医学部医学科に関する募集要項，入試情報等を，随時ホームページに掲載している。合格者

の発表，及び学科編入の志願状況を，ウェブ上でも公開している。 

 

2017 年 4月に大学院の再編と医理工学院の設置が行われる予定に対応し，メインサイトと大

学院進学希望者向けサイトを統合して新たに「医学部医学科・医学院・医理工学院・医学研究

院ウェブサイト」として再構成する計画を 2016 年度に開始した。ウェブサイトに対する攻撃が

世界的に増加していたことから安全確保が強く求められていた情勢を反映し，今回のサイト制

作と実装はセキュリティを最重視して行った。部局再編と同時に新サイトが公開された後は継

続的に内容を追加し，教室の研究内容，大学院学生の学修・研究活動，部局全体に係る各種デ

ータなど豊富な内容を掲載しており，今後も適時に拡充を行う予定である。 

 

7-1-1-3. 刊行物 

2017 年度から北大医学部百周年記念誌の編纂作業をすすめており，百周年記念誌刊行小委員

会を設置し，教員を配置することで，事務部との連携を取りながら記念誌の刊行作業を推進し

ている。 

 

医学部医学科・医学院で定期的に発行している刊行物を資料19に示す。一般広報として，医

学部「広報」を年3回刊行している。 

 

医学科及び医学院に進学希望者向けの入試広報として，医学科，修士課程，博士課程の各種

案内と概要を年1回発行している。 

広報室一般広報及び入学希望者等にむけた入試広報を，各種入学希望者向けのイベント等（オ

ープンキャンパス等）で利用するために完成時期を設定し，鮮度の高い情報を更新している。 

 




